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米
有
力
紙
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

の
「
２
０
２
３
年
に

行
く
べ
き
52
カ
所
」

で
２
番
目
に
盛
岡
が

選
出
さ
れ
た
。「
大

正
時
代
の
和
洋
折
衷

の
雰
囲
気
が
残
る
建

築
物
と
近
代
的
な
施
設
、
自
然
豊

か
な
風
景
が
存
在
し
『
歩
い
て
回

れ
る
珠
玉
の
街
』
と
高
く
評
価
し

た
」
と
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
え
て
い
る
。

世
界
中
の
名
だ
た
る
観
光
地
の
中

か
ら
盛
岡
が
選
ば
れ
た
の
は
岩
手

県
民
と
し
て
誇
ら
し
く
思
え
る
。

日
本
国
内
お
よ
び
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

も
併
せ
て
世
界
か
ら
の
観
光
客
が

ぐ
ん
と
増
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

▼
た
だ
世
界
で
は
至
る
所
で
紛
争

が
起
き
て
い
る
。
そ
の
最
た
る
も

の
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
で
あ
る
。
短
期
決
戦
を
目
指

し
た
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
抵
抗
に

よ
り
も
う
す
で
に
1
年
が
過
ぎ
た
。

そ
の
間
に
西
側
諸
国
の
ロ
シ
ア
に

対
す
る
経
済
制
裁
に
よ
る
石
油
・

天
然
ガ
ス
な
ど
の
輸
入
制
限
の
影

響
で
国
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の

高
騰
、
流
通
シ
ス
テ
ム
に
関
連
す

る
価
格
上
昇
等
国
内
す
べ
て
で
物

価
上
昇
し
て
い
る
。
昨
年
か
ら
続

く
食
料
品
を
含
む
す
べ
て
の
商
品

の
幾
度
と
な
る
値
上
げ
。
例
を
挙

げ
れ
ば
電
気
料
金
、
昨
年
と
同
じ

よ
う
な
使
用
量
で
金
額
は
１
・
５

倍
か
ら
２
倍
近
く
な
っ
て
い
る
。

▼
こ
こ
数
年
物
価
が
上
が
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
賃
金
の
ほ
う

は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
相
場
が
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
が
あ
り
、
物
価
高

に
対
し
て
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
。
先
の
報
道
で
ト

ヨ
タ
自
動
車
と
ホ
ン
ダ
は
２
０
２

３
年
の
春
季
労
使
交
渉
で
賃
上
げ

と
一
時
金
の
労
働
組
合
の
要
求
に

満
額
回
答
と
あ
っ
た
。
労
働
団
体

の
「
連
合
」
は
ベ
ア
定
昇
合
わ
せ

た
賃
上
げ
要
求
を
５
％
程
度
に
設

定
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
人
々
や

労
働
者
が
幸
せ
に
な
る
よ
う
な
２

０
２
３
年
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
あ
る
。（
勝
）

　　

佐
々
木
執
行
委
員
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

　

本
部
は
１
月
28
日
に
第
１
９
３

回
拡
大
中
央
委
員
会
を
、
東
日
本

本
部
は
２
月
11
日
に
拡
大
委
員
会

を
開
催
し
て
当
面
す
る
闘
争
方
針

を
確
立
し
た
。
賃
上
げ
要
求
に
つ

い
て
は
、
総
合
的
な
判
断
か
ら
定

期
昇
給
の
完
全
実
施
と
基
本
給
の

４
・
８
％
相
当
額
の
１
３
，
０
０

０
円
を
基
本
と
す
る
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
を
統
一
要
求
と
し
、
２
月
13
日

に
J
R
各
社
に
申
し
入
れ
回
答
指

定
日
を
J
R
貨
物
は
３
月
15
日
に

J
R
東
日
本
は
３
月
17
日
と
し
た
。

　

賃
上
げ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
職
場
で
起
き
て
い
る

「
現
実
」
を
し
っ
か
り
と
掴
み
、

そ
れ
ら
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組

み
を
積
み
重
ね
「
組
織
拡
大
」
へ

と
繋
げ
て
い
こ
う
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
昨
年
７
月
28

日
に
「
ご
利
用
の
少
な
い
線
区
」

の
経
営
情
報
を
開
示
し
、
35
路
線

66
区
間
で
は
６
９
３
億
円
の
赤
字

を
公
表
し
た
。
昨
年
８
月
の
豪
雨

に
よ
り
津
軽
線
・
五
能
線
・
陸
羽

西
線
・
米
坂
線
・
磐
越
西
線
で
は

甚
大
な
被
害
を
受
け
、
運
転
中
止

が
続
い
て
い
る
線
区
も
あ
る
。
１

月
18
日
に
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
盛
岡
支

社
と
今
別
町
・
外
ヶ
浜
町
、
そ
し

て
青
森
県
の
枠
組
み
で
「
今
別
・

外
ヶ
浜
地
域
交
通
検
討
会
議
」
の

初
会
合
が
開
か
れ
、
鉄
路
を
維
持

す
る
た
め
の
地
元
自
治
体
の
費
用

負
担
や
Ｂ
Ｒ
Ｔ
へ
の
転
換
も
検
討

す
る
と
し
た
。
引
き
続
き
地
元
自

治
体
や
地
域
住
民
の
方
々
の
意
思

を
尊
重
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な

地
域
公
共
交
通
の
維
持
を
求
め
て

い
く
。

　

今
月
24
日
で
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
一
年
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
未
だ
に

収
束
の
目
途
は
見
え
な
い
。

　

岸
田
内
閣
は
、
昨
年
12
月
16
日

に
安
保
３
文
書
を
閣
議
決
定
し
、

仮
想
敵
国
に
対
し
て
「
反
撃
能

力
」
の
保
有
を
正
当
化
し
て
い
る
。

私
た
ち
の
生
活
も
仕
事
も
平
和
で

あ
る
こ
と
が
大
前
提
で
あ
り
、

「
武
力
で
平
和
は
作
れ
な
い
」
こ

と
は
過
去
の
歴
史
が
証
明
し
て
い

る
。

　

今
年
施
行
予
定
の
統
一
自
治
体

選
挙
で
は
組
織
内
候
補
は
も
と
よ

り
、
平
和
環
境
岩
手
県
セ
ン
タ

ー
・
青
森
県
平
和
労
組
会
議
の
推

薦
す
る
候
補
を
基
軸
に
立
憲
主
義

に
基
づ
く
政
党
の
候
補
者
の
必
勝

に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
、

地
方
か
ら
の
声
で
中
央
政
治
の
流

れ
を
変
え
て
い
く
取
り
組
み
を
要

請
す
る
。

　
　
　
　
　
　

◇

　

委
員
会
は
11
時
10
分
に
及
川
孝

執
行
副
委
員
長
の
開
会
挨
拶
後
、

構
成
員
の
３
分
の
２
以
上
の
出
席

を
報
告
し
委
員
会
が
成
立
し
て
い

る
こ
と
を
宣
言
。
引
き
続
き
委
員

会
議
長
に
、
横
浜
幸
徳
委
員
（
野

辺
地
三
沢
地
域
分
会
）
を
選
出
し

就
任
挨
拶
を
受
け
議
事
が
進
め
ら

れ
た
。

　

最
初
に
地
方
執
行
委
員
会
を
代

表
し
佐
々
木
政
志
執
行
委
員
長
が

挨
拶
（
要
旨
別
掲
）
、
次
に
及
川

隆
浩
平
和
環
境
岩
手
県
セ
ン
タ
ー

事
務
局
長
、
佐
藤
伸
一
こ
く
み
ん

共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
岩
手
推
進
本
部
本

部
長
、
中
堤
友
絵
交
運
共
済
盛
岡

統
括
事
業
部
事
業
推
進
係
長
か
ら

来
賓
の
挨
拶
を
受
け
た
。

　

続
い
て
伊
藤
隆
夫
東
日
本
本
部

執
行
委
員
長
か
ら
23
春
闘
情
勢
、

安
全
、
安
定
輸
送
を
守
る
闘
い
、

政
治
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
小
笠
原
勝
豊
執
行
委
員
が

委
員
会
日
程
の
説
明
を
し
昼
食
休

憩
に
入
っ
た
。
ま
た
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
関
係
で
昼
食
休
憩
中
に
国

労
議
員
団
の
木
村
幸
弘
岩
手
県
議

会
議
員
よ
り
、
統
一
自
治
体
選
挙

の
取
り
組
み
を
含
め
た
連
帯
の
挨

拶
を
受
け
た
。

　

昼
食
休
憩
後
、
菊
池
要
悦
書
記

長
が
昨
年
10
月
の
第
78
回
定
期
地

方
大
会
以
降
の
経
過
と
当
面
す
る

闘
争
方
針
（
案
）
の
提
案
を
行
い

討
論
へ
。
討
論
で
は
４
人
の
委

員
・
特
別
代
議
員
が
職
場
の
実
態
、

地
方
ロ
ー
カ
ル
線
問
題
、
23
春
闘
、

組
織
強
化
・
拡
大
な
ど
に
つ
い
て

発
言
が
あ
り
執
行
部
の
答
弁
（
裏

面
記
載
）
と
菊
池
書
記
長
集
約

（
裏
面
記
載
）
が
行
わ
れ
、
経
過

の
承
認
と
当
面
す
る
運
動
方
針
が

全
体
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
執
行
部
か
ら
そ
の
他

と
し
て
共
済
掛
金
の
団
体
割
引
適

用
の
為
退
職
者
の
「
鉄
道
退
職
者

の
会
」
加
入
慫
慂
が
さ
れ
、
小
笠

原
執
行
委
員
が
委
員
会
宣
言
を
読

み
上
げ
提
案
、
承
認
さ
れ
た
。
横

浜
議
長
の
退
任
挨
拶
を
受
け
及
川

副
委
員
長
が
閉
会
の
挨
拶
に
立
ち
、

横
浜
議
長
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
最

後
に
佐
々
木
委
員
長
の
23
春
闘
勝

利
、
労
働
条
件
の
改
善
、
組
織
強

化
・
拡
大
の
取
り
組
み
、
統
一
自

治
体
選
挙
に
お
け
る
推
薦
議
員
の

当
選
に
向
け
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

を
三
唱
し
委
員
会
を
終
え
た
。

　

地
方
本
部
は
２
月
18
日
（
土
）
、
第
１
３
３
回
拡
大
地
方
委
員
会
を
盛
岡
市
の
リ
リ
オ
で
委
員
・
特
別
代
議
員
・
支
部
・
分
会
代
表
者
・
地
方

本
部
役
員
・
来
賓
含
め
約
30
人
が
参
加
す
る
中
で
開
催
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
「
変
革
２
０
２
７
」
に
お
け
る
職
場
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
労
働
条
件
改
善
の
取
り
組
み
、
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
の
状
況
、
Ｐ
社

に
お
け
る
労
働
災
害
の
実
態
、
23
春
闘
と
組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
討
論
。
山
積
す
る
す
べ
て
の
運
動
課
題
の
取
り
組
み
を
、

組
織
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
の
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

　

本
委
員
会
に
、
国
労
議
員
団
の
木
村
幸
弘
岩
手
県
議
会
議
員
が
参
加
し
挨
拶
を
受
け
た
。
今
年
施
行
さ
れ
る
第
20
回
統
一
自
治
体
選
挙
で
は
、

組
織
内
予
定
候
補
の
議
席
確
保
に
む
け
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
全
体
で
確
認
し
た
。

横
浜
幸
徳
議
長
（
野
辺
地
三
沢
地
域
分
会
）
で
進
行 

＝
委
員
・
特
別
代
議
員
ら
30
人
が
参
加
＝

職場労働条件の改善、組織拡大に全力
＝＝23春闘・統一自治体選挙の取り組みも確認＝＝

＝心を一つに“団結ガンバロウ”三唱＝

第
１
３
３
回
拡
大
地
方
委
員
会
／
２
月
18
日
・
リ
リ
オ

「
融
合
と
連
携
」
に
お
け
る
職
場
実
態
報
告

組
織
の
拡
大
、
若
手
社
員
の
離
職
問
題
も
深
刻

◇
方
針
討
論
◇

　

方
針
討
論
で
は
４
人
が
発
言
し

た
。
要
旨
は
次
の
通
り
。

◎
小
原
典
昭
委
員（青

森
地
域
分
会
）

▽
Ｍ
Ｒ
Ｓ
と
の
冬
期
契
約
が
一
カ

月
間
短
縮
さ
れ
、
そ
の
間
除
雪
は

Ｊ
Ｒ
の
非
番
者
で
対
応
し
た
。
ポ

イ
ン
ト
不
転
換
な
ど
、
臨
時
発
注

で
契
約
す
る
矛
盾
も
発
生
し
て
い

る
。
Ｍ
Ｒ
Ｓ
と
の
冬
期
対
応
に
つ

い
て
は
現
場
の
声
を
聞
い
て
契
約

し
て
ほ
し
い
。

▽
青
森
営
業
統
括
セ
ン
タ
ー
で
３

月
よ
り
営
業
と
輸
送
の
掛
け
持
ち

業
務
が
行
わ
れ
る
。
「
融
合
と
連

携
」
の
中
、
今
後
も
増
え
て
い
く

の
か
。
他
の
営
業
統
括
セ
ン
タ
ー

の
状
況
も
分
か
れ
ば
教
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

▽
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
問
題
で
、
津

軽
線
蟹
田
〜
三
厩
間
は
切
実
な
問

題
に
な
っ
て
い
る
。
住
民
説
明
会

も
開
催
し
て
い
る
が
、
廃
止
あ
り

き
の
説
明
に
不
安
の
声
が
上
が
っ

て
い
る
。
地
域
住
民
の
要
望
が
第

一
で
あ
り
地
本
・
支
部
と
協
力
し

て
解
決
し
て
い
き
た
い
。

◎
浮
中
明
委
員（

盛
岡
地
域
分
会
）

▽
電
気
班
と
し
て
、
月
１
回
役
員

会
を
開
催
し
情
報
の
共
有
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
過
半
数
代

表
者
選
挙
に
電
気
班
で
国
労
か
ら

立
候
補
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

立
候
補
表
明
な
ど
行
い
な
が
ら
選

挙
戦
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

▽
昨
年
10
月
１
日
、
設
備
技
術
セ

ン
タ
ー
が
発
足
し
「
融
合
と
連

携
」
の
中
、
一
人
ひ
と
り
の
業
務

は
確
実
に
増
え
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を

要
す
る
社
員
も
い
る
。
国
労
組
合

員
が
職
場
で
少
な
く
な
っ
て
き
た

が
、
不
満
や
悩
み
を
聞
く
場
を
つ

く
る
こ
と
が
必
要
。

▽
職
場
の
グ
ル
ー
プ
単
位
で
飲
み

会
を
開
催
し
、
国
労
か
ら
も
意
識

的
に
参
加
し
て
い
る
。
今
後
と
も

若
手
社
員
と
交
流
を
継
続
し
組
織

拡
大
に
つ
な
げ
た
い
。

◎
佐
藤
徳
彦
特
別
代
議
員

（
電
気
協
議
会
）

▽
大
雪
に
よ
る
新
幹
線
一
ノ
関
駅

構
内
ポ
イ
ン
ト
不
転
換
対
応
で
夜

間
緊
急
呼
び
出
し
に
て
対
応
し
た

が
、
既
に
ポ
イ
ン
ト
不
転
換
は
解

消
さ
れ
全
ポ
イ
ン
ト
の
除
雪
対
応

と
な
っ
た
。
体
制
の
確
立
も
な
い

ま
ま
の
作
業
で
は
、
傷
害
事
故
が

増
え
る
の
で
は
と
危
惧
し
て
い
る
。

▽
電
気
関
係
の
Ｐ
社
で
感
電
事
故

が
２
件
発
生
し
た
が
、
何
の
対
策

も
示
さ
な
い
ま
ま
次
の
日
に
は
仕

事
を
し
て
い
る
の
を
見
れ
ば
、

「
仕
事
第
一
主
義
」
に
な
っ
て
い


































野田茂志特別代議員
（貨物協議会）

佐藤徳彦特別代議員
（電気協議会）

る
の
で
は
な
い
か
。
直
轄
・
Ｐ
社

問
わ
ず
「
安
全
を
第
一
」
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

▽
技
術
継
承
が
進
ま
ず
将
来
出
向

し
た
際
、
Ｊ
Ｒ
会
社
と
の
対
応
に

不
安
を
感
じ
る
。
技
術
継
承
に
つ

い
て
は
会
社
に
訴
え
て
い
く
こ
と

も
必
要
で
あ
る
。
毎
年
離
職
者
が

出
て
い
る
が
、
こ
の
状
況
を
ど
う

捉
え
て
い
る
か
会
社
と
し
て
も
考

え
て
も
ら
い
た
い
。

◎
野
田
茂
志
特
別
代
議
員

（
貨
物
協
議
会
）

▽
東
北
ロ
ジ
で
も
離
職
者
が
相
次

ぎ
、
要
員
確
保
も
厳
し
く
休
み
も

取
り
づ
ら
い
状
況
。
労
働
条
件
も

悪
く
賃
金
も
安
い
の
が
離
職
の
原

因
で
は
な
い
か
。
東
北
ロ
ジ
に
対

し
貨
物
７
分
会
で
要
請
行
動
を
行

っ
た
。

▽
23
春
闘
で
は
、
貨
物
会
社
社
長

宛
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
要
請
行
動
を
取

り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
他
、
春
闘

署
名
の
取
り
組
み
や
、
２
月
27
日

の
中
央
総
行
動
リ
モ
ー
ト
集
会
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

小原典昭委員
（青森地域分会）

浮中明委員
（盛岡地域分会）

拡大キャッチコピー

つなげよう次世代へ
届けよう私たちの思い
仲間が声を待っている
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来
賓
・
東
日
本
本
部
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

【
労
働
条
件
改
善
・
権
利
確
立
、

安
全
・
安
定
輸
送
確
立
の
闘
い
】

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
い
て
は
、

「
変
革
２
０
２
７
」
に
基
づ
く

「
融
合
と
連
携
」
を
推
し
進
め
て

い
る
。
「
営
業
統
括
セ
ン
タ
ー
」

「
統
括
セ
ン
タ
ー
」
「
設
備
技
術

セ
ン
タ
ー
」
の
新
設
で
一
人
当
た

り
の
業
務
量
は
増
大
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
に
お
い
て
も
、
「
Ｊ
Ｒ

貨
物
グ
ル
ー
プ
中
期
経
営
計
画
２

０
２
３
」
の
下
、
事
業
基
盤
の
確

立
、
コ
ス
ト
の
削
減
、
新
し
い
技

術
の
活
用
を
掲
げ
て
い
る
。
「
人

事
・
賃
金
制
度
」
で
は
、
自
己
の

評
価
を
高
め
よ
う
と
本
来
業
務
以

外
に
目
が
い
く
な
ど
報
告
が
さ
れ

て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
昨
年
７

月
28
日
、
「
ご
利
用
の
少
な
い
線

区
」
の
経
営
情
報
を
開
示
し
た
。

地
域
交
通
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

鉄
路
を
維
持
す
る
場
合
の
地
元
自

治
体
側
の
費
用
負
担
や
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ

へ
の
転
換
の
可
能
性
な
ど
も
含
め

　

委
員
会
に
は
、
国
労
議
員
団
の

木
村
幸
弘
岩
手
県
議
会
議
員
が
参

加
し
た
。
木
村
議
員
は
、
「
４
月

の
矢
巾
町
議
会
議
員
選
挙
を
ス
タ

　

第
１
３
３
回
拡
大
地
方
委
員
会

に
先
立
ち
10
時
か
ら
１
時
間
、
国

鉄
労
働
会
館
盛
岡
地
区
労
働
講
座

が
盛
岡
市
・
リ
リ
オ
で
開
催
さ
れ
、

交
通
・
運
輸
産
業
に
働
く
仲
間
が

参
加
し
た
。

　

労
働
講
座
は
、
「
地
方
ロ
ー
カ

ル
線
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
、

松
川
聡
国
鉄
労
働
組
合
中
央
執
行

委
員
長
を
講
師
に
迎
え
て
行
わ
れ

た
。

　

松
川
講
師
は
、
「
全
国
で
地
方

　

執
行
部
に
よ
る
答
弁
要
旨
は
次

の
通
り
。

〇
過
半
数
代
表
者
選
挙
の
取
り
組

み
は
、
労
基
法
・
労
安
法
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
い
労
働
組
合
の
必

要
性
を
感
じ
る
中
で
国
労
加
入
に

つ
な
げ
て
い
く
。

〇
「
融
合
と
連
携
」
で
社
員
一
人

ひ
と
り
の
業
務
が
増
え
て
い
る
報

告
が
多
い
。
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を
要

す
る
社
員
に
も
国
労
組
合
員
か
ら

寄
り
添
っ
て
相
談
に
乗
る
こ
と
。

〇
東
神
奈
川
地
区
本
部
の
組
織
拡

大
の
取
り
組
み
に
学
び
、
悩
み
を

聞
き
相
談
に
乗
り
信
頼
関
係
を
築

き
最
後
に
は
「
国
労
で
一
緒
に
が

ん
ば
ろ
う
」
と
呼
び
か
け
よ
う
。

〇
若
手
社
員
の
離
職
も
増
え
て
い

る
が
、
離
職
は
会
社
と
し
て
も
大

き
な
痛
手
で
あ
る
。
労
働
組
合
と

し
て
も
相
談
の
受
け
皿
を
つ
く
り
、

悩
み
ご
と
が
解
消
さ
れ
る
よ
う
に

し
た
い
。

〇
冬
期
体
制
を
振
り
返
る
中
で
、

実
態
と
課
題
を
次
に
つ
な
げ
て
い

く
。
コ
ス
ト
削
減
に
よ
り
契
約
期

間
の
短
縮
・
臨
時
発
注
に
つ
い
て

も
実
態
の
把
握
に
努
め
て
い
く
。

〇
す
で
に
八
戸
営
業
統
括
セ
ン
タ

ー
で
、
輸
送
と
営
業
の
掛
け
持
ち

業
務
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
っ
か

り
と
し
た
教
育
や
社
員
が
不
安
な

く
業
務
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が

大
事
。
国
労
組
合
員
の
フ
ォ
ロ
ー

も
お
願
い
し
た
い
。

〇
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
問
題
に
つ
い

て
、
地
域
住
民
の
声
を
踏
ま
え
た

上
で
の
地
域
公
共
交
通
の
在
り
方

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

〇
新
幹
線
の
冬
期
ポ
イ
ン
ト
不
転

換
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
本
部
・

東
日
本
電
気
職
協
と
も
連
携
し
交

渉
に
活
か
し
て
い
く
。

〇
東
北
ロ
ジ
の
実
態
に
つ
い
て
は
、

繰
り
返
し
の
指
摘
を
受
け
て
い
る

が
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
Ｊ
Ｒ
貨
物
を

問
わ
ず
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
労
働

条
件
改
善
の
取
り
組
み
も
重
要
な

課
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

◇

執
行
部
の
答
弁

　

「
23
春
闘
に
お
い
て
は
、
円
安

の
影
響
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高

騰
な
ど
物
価
高
に
よ
る
生
活
実
態

の
中
で
、
各
単
組
と
も
譲
れ
な
い

要
求
獲
得
の
た
め
奮
闘
し
よ
う
。

統
一
自
治
体
選
挙
は
、
平
環
セ
ン

タ
ー
の
推
薦
す
る
候
補
者
必
勝
に

向
け
と
り
く
ん
で
ほ
し
い
」
（
及

川
隆
浩
平
和
環
境
岩
手
県
セ
ン
タ

「
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
問
題
」

地
域
と
連
携
し
た
取
り
組
み
が
必
要

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
づ
く
り
へ

春
闘
・
統
一
自
治
体
選
挙
勝
利
に
向
け
全
力

菊
池
書
記
長
　
集
約（
要
旨
）

伊藤隆夫執行委員長
（国労東日本本部）

中堤友絵事業推進係長
（交運共済盛岡統括事業部）

及川隆浩事務局長
（平和環境岩手県センター）

佐藤伸一本部長
（こくみん共済coop岩手推進本部）

ー
事
務
局
長
）

　

「
歴
代
地
本
委
員
長
と
こ
の
間

交
流
を
深
め
、
国
労
に
は
思
い
至

る
こ
と
が
多
い
。
こ
く
み
ん
共
済

に
は
よ
り
ワ
イ
ド
な
保
障
制
度
も

あ
る
た
め
、
よ
く
ご
検
討
し
て
い

た
だ
き
加
入
し
て
ほ
し
い
」
（
佐

藤
伸
一
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ

岩
手
推
進
本
部
本
部
長
）

　

「
３
月
３
日
必
着
で
、
移
転
申

込
書
の
提
出
を
お
願
い
す
る
。
７

月
１
日
の
契
約
移
転
ま
で
１
３
４

日
に
迫
り
、
６
月
末
を
持
っ
て
盛

岡
統
括
事
業
部
が
閉
鎖
す
る
が
、

国
労
の
皆
様
と
の
思
い
出
が
多
く

感
謝
し
か
な
い
」
（
中
堤
友
絵
交

運
共
済
盛
岡
統
括
事
業
部
事
業
推

進
係
長
）

　

「
23
春
闘
に
集
中
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
要
求
獲
得
実
現

に
向
け
地
方
か
ら
も
取
り
組
み
を

強
め
て
い
こ
う
。
会
社
施
策
に
未

加
入
者
も
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な

い
。
国
労
の
取
り
組
み
を
訴
え
組

織
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
」
（
伊
藤

隆
夫
国
労
東
日
本
本
部
委
員
長
）

木村幸弘
岩手県議会議員

＝松川聡国労中央執行委員長による労働講座＝

統
一
自
治
体
選
挙

組
織
内
候
補
者
・

推
薦
候
補
者
当
選
に
向
け
全
力
を

ー
ト
に
統
一
自
治
体
選
挙
が
始
ま

る
。
４
年
間
の
任
期
を
満
了
し
た

後
、
岩
手
県
議
会
議
員
選
挙
に
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
、

憲
法
改
悪
を
許
さ
ず
地
方
か
ら
自

公
政
権
の
暴
走
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ

る
た
め
に
も
岩
手
県
議
会
議
員
立

候
補
の
決
意
を
固
め
た
。
組
織
内

候
補
者
・
推
薦
候
補
者
当
選
に
向

け
支
援
を
お
願
い
し
た
い
」
と
決

意
を
述
べ
た
。

国
鉄
労
働
会
館
盛
岡
労
働
講
座

ロ
ー
カ
ル
線
を
巡
る
問
題
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、

東
北
地
方
は
７
７
８
駅
あ
る
う
ち

４
８
４
駅
が
無
人
化
さ
れ
る
な
ど

の
現
状
に
あ
る
。
公
共
交
通
の
確

立
と
地
域
沿
線
住
民
の
『
足
』
を

確
保
す
る
た
め
、
単
に
『
鉄
路
を

残
せ
』
と
い
う
議
論
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
の
声
を
反
映
さ
せ
な
が

ら
最
善
の
方
向
に
進
め
て
い
く
よ

う
地
域
と
連
携
し
た
取
り
組
み
が

必
要
」
と
訴
え
た
。

検
討
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。
会

社
施
策
を
検
証
し
、
「
安
全
・
安

定
輸
送
の
確
立
」
「
技
術
継
承
と

人
材
育
成
」
「
利
用
者
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
」
と
私
た
ち
が
安
心
し
て

働
き
続
け
ら
れ
る
労
働
条
件
・
職

場
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
、
「
仕

事
・
安
全
総
点
検
運
動
」
を
Ｊ
Ｒ

会
社
・
グ
ル
ー
プ
会
社
・
パ
ー
ト

ナ
ー
会
社
に
働
く
仲
間
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
行
く
。

【
２
０
２
３
春
闘
の
前
進
を
め
ざ

す
闘
い
】

　

２
月
13
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
及
び

Ｊ
Ｒ
貨
物
へ
、
１
３
，
０
０
０
円

の
賃
金
引
き
上
げ
を
柱
と
し
た
春

闘
要
求
を
提
出
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
日

本
で
は
２
０
２
１
年
の
昇
給
係
数

２
に
よ
っ
て
Ｊ
Ｒ
採
用
社
員
は
生

涯
賃
金
で
１
０
０
万
円
以
上
の
損

失
と
な
り
、
削
減
さ
れ
た
昇
給
係

数
２
の
復
活
に
全
力
を
傾
注
し
て

い
く
。
労
働
組
合
だ
か
ら
こ
そ
会

社
と
交
渉
が
で
き
る
、
議
論
が
で

き
る
こ
と
を
労
組
未
加
入
者
に
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
。
２

月
27
日
に
は
リ
モ
ー
ト
で
中
央
総

決
起
集
会
に
参
加
す
る
予
定
で
あ

る
。
多
く
の
組
合
員
の
結
集
を
お

願
い
す
る
。

　
【
組
織
強
化
・
拡
大
の
闘
い
】

　

「
５
年
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て

本
部
は
、
昨
年
の
定
期
全
国
大
会

で
中
間
総
括
し
た
。
「
今
後
の
課

題
と
展
望
に
つ
い
て
全
組
合
員
が

共
通
の
課
題
と
し
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
」
と
し
、
地
方
本
部
１

名
・
国
労
全
体
で
50
名
の
組
織
拡

大
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。
東

日
本
本
部
は
、
第
40
回
拡
大
委
員

会
で
、
今
後
の
国
労
東
日
本
本
部

「
組
織
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
提

起
を
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
組
織

再
編
が
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
地

方
本
部
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
体

制
の
構
築
が
重
要
で
あ
る
。
国
労

の
「
財
政
・
組
織
・
運
動
」
を
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
全
組
合

員
が
「
当
事
者
意
識
」
を
持
ち
、

「
も
う
一
人
の
青
年
、
も
う
一
人

の
女
性
」
の
拡
大
に
全
力
を
挙
げ

よ
う
。
地
方
本
部
は
そ
の
先
頭
に

立
つ
。

【
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
闘

い
】

　

岸
田
首
相
は
、
防
衛
費
の
倍
増

と
「
安
保
関
連
３
文
書
」
の
改
定

を
閣
議
決
定
し
た
。
国
会
で
の
審

議
も
な
く
、
国
民
に
信
を
問
う
こ

と
も
な
い
岸
田
政
権
の
手
法
は
、

厳
し
く
批
判
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
今
年
は
第
20
回
統
一
自
治

体
選
挙
が
行
わ
れ
る
。
地
方
本
部

は
、
青
森
県
議
選
・
上
北
郡
選
挙

区
に
は
原
子
秀
夫
氏
、
八
戸
市
議

選
で
は
山
名
文
世
氏
の
推
薦
を
決

定
し
た
。
雇
用
と
平
和
を
守
る
闘

い
は
労
働
組
合
に
と
っ
て
最
重
要

課
題
で
あ
り
、
こ
の
間
一
貫
し
て

平
和
と
民
主
主
義
を
擁
護
し
、
基

本
的
人
権
と
生
存
権
を
守
る
た
め

に
奮
闘
し
て
き
た
。
平
和
環
境
岩

手
県
セ
ン
タ
ー
・
青
森
県
平
和
労

組
会
議
と
の
連
携
を
強
め
、
選
挙

戦
勝
利
に
向
け
て
取
り
組
み
を
強

め
て
行
く
。

　
　
　
　
　
　

◇

※ 相談者氏名、相談内容等については、外部には一切公表致しません。〈秘密厳守〉

生
活
・
法
律
相
談

専
門
の
弁
護
士
が
直
接
相
談
に
応
じ
ま
す
。

生活・法律相談窓口のご案内
相　談　日：2023年　５月11日（木）
相 談 時 間：すべての相談日とも13時から15時まで
相談受付電話：019－622－5021　国鉄労働組合盛岡地方本部
相 談 場 所：盛岡市内丸6-15　EST21ビル　もりおか法律事務所
弁　護　士：佐々木　良博

労
働
問
題
か
ら
サ
ラ
金
問
題
、

財
産
相
続
問
題
な
ど
、

何
に
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

無料
相談

一般財団法人　国鉄労働会館　盛岡地方部


